
様式第３号（第１４条関係） 

令和２年１１月１７日  

会 議 概 要 

審議会等の名称 令和２年度第１回市川市社会教育委員会議 

開 催 日 時 令和２年１１月１１日（水）１０時３０分 ～ １１時４０分 

開 催 場 所 市川市生涯学習センター 第２研修室  

出

席

者 

委  員 

千坂行雄委員長 、清水輝和副委員長、遠藤惠子委員、富田勇人委員、 

福田潔子委員、久保川隆志委員、長澤成次委員、成田久江委員、 

野澤順治委員 

所 管 課 
生涯学習部社会教育課 

深沢主幹、岩澤副主幹、高橋副主幹、浮谷主任主事 

関 係 課 

生涯学習部永田部長、根本次長、教育総務課池田課長、 

教育施設課石川主幹、青少年育成課田中課長、社会教育課荒井課長、 

中央図書館大里館長、考古博物館杉山館長、学校地域連携推進課鈴木主幹 

議題及び会議の概要 
公開・非公開 

の別 
非公開の場合の理由 

社会教育委員長、副委員長の選出について 

⇒千坂委員が委員長、清水委員が副委員長

にそれぞれ選出された。 

公開・非公開 
・会議公開指針第６条第 号該当 

・公文書公開条例第８条第 項第 号該当 

令和２年度「新成人の集い」について 公開・非公開 
・会議公開指針第６条第 号該当 

・公文書公開条例第８条第 項第 号該当 

新たな学びと交流の場について 公開・非公開 
・会議公開指針第６条第 号該当 

・公文書公開条例第８条第 項第 号該当 

コロナ禍における社会教育施設の現状につ

いて 
公開・非公開 

・会議公開指針第６条第 号該当 

・公文書公開条例第８条第 項第 号該当 

傍聴者の人数  0人 

閲覧・交付資料 

・議題資料１「令和２年度「新成人の集い」について」 

・議題資料２「新たな学びと交流の場について」 

・議題資料３「コロナ禍における社会教育施設の現状について」 

特 記 事 項  

所 管 課 生涯学習部 社会教育課（内線：4328,4329） 

 













令和２年度 「新成人の集い」（成人式）について 
 
 
令和２年度の「新成人の集い」は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、式典会

場を設けずオンラインでの配信を中心とした内容に変更するとともに、新成人や家族
の成人式への想いに配慮し、晴れ着などを着て家族や友人と記念写真の撮影ができる
フォトスポットを市内１４か所に設置する。 
 
○ 開催日  令和３年１月１０日（日）  
○ 対象者数  4,642名（男性 2,407名 女性 2,235名） R2.9.3現在 
        ※平成 12年４月２日～平成 13年４月１日生 
○ 企画運営体制 

新成人を中心とした実行委員による自主的な企画運営を行う。 
※実行委員 9名（20歳：９名、19歳：0名） 

また、公募型プロポーザルにより選定した民間の企画運営事業者とともに式典全
体の企画制作及び運営を行う。 
 

○ 内容 
（１）式典（オンライン成人式） 

    市長祝辞、新成人代表挨拶、ゲストからのお祝いメッセージなどを事前収録し
た式典動画を成人式当日の午前 11 時より成人式専用ウェブサイトで配信す
る。 
・配信期間：式典当日から１月 31日までを予定 
・視聴方法：各自スマートフォンなどで視聴 

 
 （２）フォトスポット 

公立小・中学校の体育館を活用し、市内 14ヵ所に家族や友人と一緒に記念 
写真の撮影ができるフォトスポットを設置する。 
・開設時間：式典当日の午前 9時から午後 1時まで 

 
 （３）ビデオレター 
    小・中学校卒業当時の担任の先生からのビデオレターを、式典当日の午前 

9時から成人式専用ウェブサイトで配信する。 
     ・配信期間：式典当日から 1月 31日までを予定 

・視聴方法：各自スマートフォンなどで視聴 
 
 （４）その他 

オンライン成人式を視聴する環境がない方への対応として、新第 1庁舎１階執務室前
の大型モニターで、成人式当日の午前 11時より式典動画を放映する。 
また、パソコンを設置し、ビデオレターの視聴にも対応する。 
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「新たな学びと交流の場」について 

 

１ 事業の概要 

 市川市教育振興基本計画の方針のひとつに掲げられる「“自分らしく輝くための学

び”の機会の充実」の推進のため、書籍や雑誌などを介した「学びと交流の場」を市

民に提供することを目的とする施設を新たに整備する。 

 施設の利用者が読書をするためだけの施設ではなく、利用者同士が交流を深める

ことができる環境を整備するため、今年度は基本構想の策定を行い、令和３年度に

は、改修工事及び施設運営に係る業務委託を行う。 

 文教都市として発展してきた市川市を、文化の創出地として更に魅力的なものにし

ていくため、地域の教育力の向上や学んだ成果を地域に還元していくことで豊かな地

域社会の形成に繋げることを目指し、施設の対象者として、主にビジネスマンや大学

生を中心としたいわゆる “現役世代”の市民を想定する。 

また、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、「新しい生活様式」を鑑みて

オンラインを活用した情報発信や繋がりづくりの実施も想定する。 

 

２ 施設の設置場所 

 市川市市川１－１－１ （現 いちかわ観光・物産案内所） 

 

３ 事業スケジュール（予定） 

 令和２年１１月１０日     プロポーザル審査会実施（３社申込） 

〃    １１月２０日頃   契約締結（契約期間は令和３年３月中旬頃までを予定） 

令和３年 ６月頃       改修工事着工 

 〃    １０月頃       施設供用開始 

 

４ 基本構想策定業務の範囲 

 ・施設設備仕様の検討 … 設置する内装や備品等を設計・提案 

 ・情報発信方法の検討 … オンラインの活用を踏まえた利用者間の交流及び情報

発信方法を提案 

 ・運営手法の検討 … 効果的な管理運用方法の検討 

 ・公募要領の作成 … 運営にあたり業務委託が望ましい場合に公募要領を作成 
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令和2年11月11日

◎市川市の公共施設再開に関する考え方 ◎市主催事業に関する考え方

　・原則として、年度内に実施する市主催のイベントについてはすべて中止とする

課名 対象施設 使用方法等 備考 課名 対象施設 使用方法等 備考

青
少
年
育
成
課

少
年
自
然
の
家

◎施設としての対応
　 ① 宿泊利用団体を1日1団体とする。
   ② 宿泊人数を定員（210人）の半分までとする。
   ③ 宿泊日を原則、火、木、土曜日とする。
   ④ マスク、体温計、アルコール消毒液、ビニール袋等の持参を依頼。
   ⑤ 新型コロナウイルス対応ガイドライン同意書の提出。
   ⑥ 入所時及び翌朝に検温を行い、報告を依頼。
   ⑦ 利用後のドアノブ、電気、スイッチ類の消毒への協力。

◎主催事業での対応
   参加人数（家族）を当初予定より減して実施する。

・令和2年2月28日より
　12月27日まで臨時休所

・通常業務再開は
  令和3年1月5日から
（宿泊利用は1月19日から）

・プラネタリウムについて
 一般投影は当面の間中止
 （宿泊団体等の利用は
  協議のうえ実施）

・水、金、日曜日に職員に
  よる消毒作業を実施

中
央
図
書
館

（
5
館
1
室

）

各
図
書
館

◎施設としての対応
   ① 入館時にマスクの着用、手指をアルコール消毒すること。
   ② 扉や窓の開放による換気。
   ③ 長時間の滞在や館内での会話をしないようにお願い。
   ④ 間隔をあけての閲覧席の利用。
   ⑤ 職員が対応する窓口では、飛沫感染防止シートの設置。

◎主催事業での対応
   読み聞かせ、リサイクルブック市等の主催事業は年度内は中止。

・令和2年2月28日より
  5月31日まで臨時休館

・生涯学習センター入口に
  サーモカメラを設置し、
  検温を実施中

社
会
教
育
課

（
1
6
館

）

各
公
民
館

◎施設としての対応
   ① 入館時にマスクの着用、手指をアルコール消毒すること。
   ② 「健康確認シート」を提出すること。（各団体または個人で１枚）
   ③ 窓と扉を閉めた状態での活動を可とするが、３０分毎に５分程度の
       換気を行う。
   ④ 各部屋の使用人数を制限する。（１人当たり４㎡）
   ⑤ 人との接触を避けるため、社会的距離を確保する。（概ね２ｍ）
   ⑥ 調理、飲食は行わない。（水分補給は可）

◎主催事業での対応
   ① 主催講座は前期・後期ともに中止。
   ② 随時オンライン講座を開講中。

・令和2年2月28日より
　5月31日まで臨時休館

・利用は各部屋で
  午前・午後・夜間それぞれ
  １団体のみ

・利用後には職員が消毒を
  実施

・２ヵ月ごとに使用基準の
 見直し及び予約受付を
 実施
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◎施設としての対応
   ① 入館時にマスクの着用、手指をアルコール消毒すること。
   ② 「入館確認票」を任意で記入し提出すること。
       （各団体または個人で１枚）
   ③ 排風機の設置及び窓の開放により換気を常時行う。
   ④ 観覧導線を一方通行とする。
   ⑤ 利用者間を２メートル程度空けて観覧をお願い。
   ⑥ 異なる団体が同時に利用しないよう事前調整を行う。
   ⑦ 講堂及び会議室の利用は定員の３分の１に制限している。

◎主催事業での対応
   ①講座等は年度内は中止。
   ②企画展は開催。

・令和2年2月28日より
　5月31日まで臨時休館

・館内を適宜消毒

〇コロナ禍における社会教育施設の現状について

　①密閉空間を避けるため、適宜換気を行う
　②多数が集まる密集場所を避けるため、利用人数を制限する
　③密接を避けるため、利用者同士のソーシャルディスタンスを保つ
　④飛沫感染防止のため、マスクを着用する
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